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２月定例県議会 新型コロナ対策などで論戦 
2 月定例県議会は、2 月 22 日に召集され、3 月 24 日まで 31 日間の会期で審議が行われました。

小川知事は病気療養の為、服部副知事を知事職務代理者に指定。その後小川知事は辞職しました。 

令和 3 年度当初予算では、令和 2 年度補正予算（総合経済対策）と一体となった 14 か月予算を編

成し、新型コロナ対策、医療提供体制の強化を着実に進め、一日も早い地域経済の立て直しに取り組

みます。更にポストコロナに向けて、「新たな成長産業の創出」、「人と企業の受け皿づくり」、「将来

の発展基盤の充実と安全・安心で災害に強い福岡県の実現」に取り組みます。 

 

  

大塚勝利議員は虐待を受けた児童の心のケ

ア等について一般質問に立ちました。 

大塚議員：虐待を受けた子どもたちの多くは

トラウマ（心的外傷）など後遺症に苦しんで

いる現状があり、心のケアが必要な児童への

対応にあたって医療と福祉の連携、児童思春

期病棟を持つ病院との連携等、対応が重要で

す。また、親の虐待行為が止まらなければ虐

待は繰り返されることになります。虐待の再

発を防止するには、親と子の両輪での支援が

重要です。虐待を行った親に対する再発防止

に、どのように対応しているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは大塚勝利ブログで 

 

 

 

大塚議員：児童虐待が増える

中、アドボカシ―（子どもの

権利擁護活動）の試みが始ま

っている。本県の社会的養育

推進計画にはアドボケイト

（アドボカシ―の担い手を

アドボケイトと呼ぶ）制度の

導入が明記されているが、今

後どのように取り組んでいくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

【所属委員会】：建築都市委員会 委員長  国際化・多文化共生社会調査特別委員会  

【略歴】H１９年４月 福岡県議会初当選（4 期目）、創価大学卒（S６３年）、創価高校で甲子園出場 

 

令和 3 年度当初予算 2 兆 1,361 億円 （前年比 15.4％ 2,844 億円増、過去最大規模） 

 

 虐待した親への再発防止策を強化せよ 

A（知事職務代理者）虐待により心の問題

を抱える児童のケアを行うため、心理療法担

当職員等を追加配置し、施設の高機能化を図

ります。県では、児童福祉司などによる専属

チームを編成し、子どもの家庭復帰や親子関

係の改善を図る為、「親子のきずな再生事業」

を実施し改善を図ってまいります。 

 

A（知事職務代理者）県では、施設に入所

した子ども等に子どもの権利についてわか

りやすく記載したパンフレット等を配布、し

かし、施設の職員への遠慮や話すことによっ

て不利益が生じるかもしれないという不安

から、相談を諦めてしまう子どももいる。こ

のため、第三者が子どもの意見を聞き取り、

意見を代弁するアドボケイト制度の導入が

求められている。今年度、国は山口県と大分

県でモデル事業を実施し、報告書を示すこと

になっており、県としてはモデル事業の成果

や課題を踏まえ導入を検討していく。 

 

 

アドボカシー制度を導入せよ 
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本年 1 月、東京、千葉、神奈川、埼玉で緊急事態宣言が発

令され、本県でも数日間新規感染者が３００名を超える中、

福岡市内でコロナ陽性患者を受け入れる民間病院の現場

の声を緊急要望しました。その後、県は認知症や介護が必

要な高齢者に対応した病床の拡充、後方支援病院を１５０

病院に拡大するなど本県のコロナ対策が加速しました。 

  

公明新聞 2021 年 1 月 13 日付 

公明新聞2020年 

12 月 19 日付 

 

公明新聞 2020 年 12 月 25 日付 


